
 

 

教科書を眺めてみて下さい。そこには、「子どもアイディアコンテスト」に活用できそうな絵、

工作の単元が必ずあります。その単元を組み合わせて、図工の大単元「夢をカタチに！」を計画・

実践してみませんか？アイディアを描き、カタチにし、発信し、評価を得るといった「子どもア

イディアコンテスト」最終審査までの一連の体験を、図工の授業で一人一人の子どもたちに体験

させてあげてみてはどうでしょう。子どもたちはきっと、「夢」を描き，挑戦することのすばら

しさを感じることができるはずです。 

 

ねらい 学んだことを生かして創造する力、想いをカタチやコトバにして伝える表現力、 

ものづくりで培う創造力・チャレンジ精神を総合的に育む 

 授業の様子 授業のポイント 準備物 

Ｐ 絵 

(計画) 

1 時間 

 ○Ｐ(計画)作品作りの見通しをもつ 

・絵・工作・鑑賞それぞれの単元の

目標を知る。 

・リーフレットや、コンテストの写

真や映像を基にコンテストの趣旨

を知る。 

・既有の体験や学習を基に、「あった

らいいな」と思う夢について語り

合い、作品作りの見通しをもつ。 

図工の教科書 

リーフレット 

最終審査会を

通過した作品

（イメージシ

ート、立体作

品）の写真 

最終審査会の

映像 

Ｄ 絵 

(実施) 

４時間 

 

 

○Ｄ（実施）イメージシートを作成す

る。（夢をカタチにする１） 

・作成のポイント(絵と言葉でまとめる

こと、未来に必要な理由、あったら

いいなと思うものの特長)を押さえ、

未来に「あったらいいな」と思う夢

を、絵と文でイメージシートに下書

きをする。（2 時間） 

・図工の絵の単元の目標に合わせて作

品を仕上げる。（2 時間） 

リーフレット 

（八つ切り画

用紙） 

図工の単元に

合わせた画材 

Ｃ鑑賞 

(評価) 

1 時間 

 
 

Ｃ（評価）プレゼンする。伝え合う。 

・授業の流れとルーブリック（評価の

ポイント）を確認する。 

・自分が伝えたいこと（理由，特長な

ど）を確認する。 

・グループごとに紹介し合う。 

・グループ内でよかったイメージシー

トを決める。 

・グループ代表の発表を聞く。 

・作品のよかったところを伝え合う。 

(アイディアのおもしろさと図工の

目標の達成の 2 点に視点をおく) 

イメージシー

ト（八つ切り画

用紙） 

実物投影機 

1学期(夏休み・2学期) 

図工で、「子どもアイディアコンテスト」の疑似体験をしよう 



 授業の様子 授業のポイント 準備物 

Ｄ工作 

(実施) 

６時間 

 

 

 

 

○Ｄ（実施）立体作品を作成する。（夢

をカタチにする２） 

・イメージシートを基に、未来に「あ

ったらいいな」と思う夢を、身近な

材料(家庭にある牛乳パックやペッ

トボトル等）を使って、カタチ（立

体作品）にする。（2 時間×３） 

イメージシー

ト（八つ切り画

用紙） 

図工の単元に

合わせた材料 

Ｃ鑑賞 

(評価) 

1 時間 

 

 

Ｃ（評価）プレゼンする。伝え合う。 

・授業の流れとルーブリック（評価の

ポイント）を確認する。 

・自分が伝えたいこと（理由，特長な

ど）を確認する。 

・グループごとに紹介し合う。 

・グループ内でよかった立体作品を決

める。 

・グループ代表の発表を聞く。 

・作品のよかったところを伝え合う。 

(アイディアのおもしろさと図工の目

標の達成の 2 点に視点をおく) 

イメージシー

ト（八つ切り画

用紙） 

 

Ａ絵・工

作 

(改善) 

２時間 

 

Ａ（改善）イメージシートや立体作品 

を改善する。 

・鑑賞したことを基に、自分のイメー

シートや作品を改善する。 

イメージシー

ト（八つ切り画

用紙） 

立体作品 

 

 
  ～９月上旬 絵（イメージシート）を送付して、コンテストに参加しよう！ 

  
 
～１１月中旬 一次審査を通過したら、
工作(立体作品)を送付しよう！ 

～１２月中旬 第一次審査でアイディア
賞候補となったら、工作（立体作品）の
写真を送付しよう！  

  １１月下旬 最終審査に残ったら、会場（東京）で、プレゼンしよう！ 


